
当院のシンボルマークは、患者さまに対する「まごころ」を漢字の「心」で表現しています。

地方独立行政法人

SHIMONOSEKI CITY HOSPITAL
下関市立市民病院

安心の優しい医療を提供し、
市民から信頼される病院を目指します

下関市立市民病院

基本理念

●市民のニーズに応じた最善の医療を提
　供します。
●重点診療項目として、悪性疾患、救急
　及び生活習慣病に取り組みます。 
●安定した健全な病院経営を目指します。

基本方針

MAGOKORO
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特集 消化器病センターのご紹介
がん診療コーナー　緩和ケアと緩和ケア病棟
お知らせ　外来受診の方法が新しくなりました　ほか
もっと知りたい　臨床検査技師
地域の絆　武久病院
　　　　　長府泌尿器科クリニック

2025.9.1　下関市立市民病院広報年報委員会発行

▲消化器病センターでは消化器内科と消化器外科の専門医が診断から治療まで一体的に行う「シームレスな医療」を提供いたします。



肝
が
ん
、
胆
石
症
、
胆
嚢

炎
、
膵
臓
が
ん
、
急
性
・
慢

性
膵
炎 

な
ど

虫
垂
炎
、
腸
閉
塞
、
消
化
管

穿
孔 

な
ど

　
各
分
野
の
専
門
医
が
連
携
し
、
質
の
高

い
医
療
を
提
供
し
ま
す
。

　
内
視
鏡
や
Ｃ
Ｔ
、
Ｍ
Ｒ
Ｉ
を
駆
使
し
、

病
気
の
早
期
発
見
に
努
め
ま
す
。

　
特
に
、
Ｅ
Ｕ
Ｓ
（
超
音
波
内
視
鏡
）
を

用
い
た
精
密
検
査
を
積
極
的
に
行
い
、
消

化
管
の
早
期
が
ん
、
診
断
が
難
し
い
膵

臓
・
胆
道
系
の
疾
患
で
も
質
の
高
い
診
断

を
実
現
し
ま
す
。

　
食
道
・
胃
・
大
腸
の
早
期
が
ん
に
対
し

て
は
、
お
腹
を
切
ら
ず
に
内
視
鏡
で
病
変

の
み
を
切
除
す
る
「
Ｅ
Ｓ
Ｄ
（
内
視
鏡
的

粘
膜
下
層
剥
離
術
）
」
を
積
極
的
に
行
い

ま
す
。
ま
た
、
胆
管
結
石
の
除
去
や
消
化

管
出
血
の
止
血
な
ど
、
幅
広
い
内
視
鏡
治

療
に
対
応
し
て
い
ま
す
。
検
査
の
際
は
鎮

静
剤
を
使
用
す
る
こ
と
で
苦
痛
を
最
小
限

に
抑
え
ま
す
。

　

２
０
２
５
年
４
月
、
「
消
化
器
病
セ
ン

タ
ー
」
を
開
設
い
た
し
ま
し
た
。
当
セ
ン

タ
ー
は
、
食
道
・
胃
・
大
腸
か
ら
肝
臓
・

胆
道
・
膵
臓
に
い
た
る
ま
で
、
全
て
の
消

化
器
疾
患
に
対
応
す
る
専
門
家
に
よ
る
医

療
チ
ー
ム
で
す
。

　
近
年
の
医
療
の
進
歩
に
よ
り
、
内
視
鏡

治
療
、
外
科
手
術
、
抗
が
ん
剤
治
療
、
放

射
線
治
療
な
ど
、
消
化
器
疾
患
に
対
す
る

治
療
の
選
択
肢
は
多
様
化
し
て
い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
流
れ
を
受
け
、
当
セ
ン
タ
ー

で
は
従
来
の
消
化
器
内
科
と
消
化
器
外
科

の
垣
根
を
取
り
払
い
、
両
科
の
専
門
医
が

密
接
に
連
携
す
る
こ
と
で
、
一
人
ひ
と
り

の
状
態
に
応
じ
た
診
断
か
ら
治
療
ま
で
を

一
体
的
に
行
う
「
シ
ー
ム
レ
ス
な
医
療
」

を
提
供
い
た
し
ま
す
。
最
適
な
治
療
法
を

ご
提
案
し
、
安
心
と
信
頼
の
医
療
を
お
届

け
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
良
性
・
悪
性
を
問
わ
ず
、
幅
広
い
消
化

器
疾
患
に
対
応
し
ま
す
。

食
道
が
ん
、胃
が
ん
、大
腸
が

ん
、大
腸
ポ
リ
ー
プ
、消
化
管

出
血
、逆
流
性
食
道
炎 

な
ど

　
免
疫
の
異
常
に
よ
り
腸
に
炎
症
が
起
こ

る
潰
瘍
性
大
腸
炎
や
ク
ロ
ー
ン
病
は
、
近

年
著
し
く
増
加
し
て
お
り
、
国
の
指
定
難

病
で
す
。
長
期
の
療
養
が
必
要
と
な
る
た

め
、
専
門
的
な
治
療
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

　
当
セ
ン
タ
ー
で
は
、
難
治
性
の
Ｉ
Ｂ
Ｄ

に
対
し
て
も
、
九
州
大
学
病
院
と
連
携

し
、
専
門
的
な
内
科
治
療
か
ら
外
科
治
療

ま
で
幅
広
く
対
応
し
て
い
ま
す
。

　
胃
が
ん
や
大
腸
が
ん
に
は
、
身
体
へ
の

負
担
が
少
な
い
「
腹
腔
鏡
下
手
術
」
を
標

準
治
療
と
し
て
い
ま
す
。

　
肝
臓
・
胆
道
・
膵
臓
の
が
ん
な
ど
、
よ

り
高
度
な
技
術
を
要
す
る
手
術
に
お
い
て

も
、
根
治
性
を
追
求
し
つ
つ
、
腹
腔
鏡
下

手
術
を
積
極
的
に
導
入
し
て
い
ま
す
。

　
胆
石
症
や
虫
垂
炎
、
鼠
径
ヘ
ル
ニ
ア
な

ど
の
良
性
疾
患
の
手
術
も
数
多
く
行
っ
て

い
ま
す
。

　
進
行
が
ん
に
対
し
て
は
、
最
新
の
知
見

に
基
づ
く
化
学
療
法
を
行
い
ま
す
。
遺
伝

子
情
報
に
基
づ
く
「
が
ん
ゲ
ノ
ム
医
療
」

に
も
対
応
し
、
一
人
ひ
と
り
に
最
適
な
治

療
（
個
別
化
医
療
）
を
提
供
し
ま
す
。

　
安
全
な
治
療
を
実
施
す
る
た
め
に
、
化

学
療
法
セ
ン
タ
ー
で
は
、
医
師
・
看
護

師
・
薬
剤
師
が
連
携
し
、
多
職
種
で
治
療

を
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

消
化
器
病
セ
ン
タ
ー
長

大
谷

和
広

か
ず
ひ
ろ

お
お
た
に

主
な
対
象
疾
患

当
セ
ン
タ
ー
の
診
療
内
容

　
が
ん
治
療
で
は
、
内
視
鏡
、
手
術
、
薬

物
療
法
、
放
射
線
治
療
な
ど
を
組
み
合
わ

せ
る
「
集
学
的
治
療
」
が
重
要
で
す
。
当

セ
ン
タ
ー
で
は
、
消
化
器
内
科
医
と
外
科

医
を
中
心
に
、
多
職
種
の
専
門
家
が
チ
ー

ム
を
組
み
、
一
丸
と
な
っ
て
治
療
を
サ

ポ
ー
ト
し
ま
す
。
緩
和
ケ
ア
内
科
と
も
連

携
し
、
治
療
の
早
期
か
ら
様
々
な
苦
痛
を

和
ら
げ
る
取
り
組
み
も
行
っ
て
い
ま
す
。

消
化
器
病
セ
ン
タ
ー

消
化
器
内
科
×
消
化
器
外
科

消
化
管

疾
患

肝･

胆･

膵

疾
患

救
急
疾
患

１
高
度
な
診
断

２
身
体
へ
の
負
担
が
少
な
い

内
視
鏡
治
療

特集
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▲がん化学療法カンファレンスの様子

消化器内視鏡・胆膵インターベンション
 症例実績

主な疾患に対する手術実績

2024 年の診療実績 ３
Ｉ
Ｂ
Ｄ（
炎
症
性
腸
疾
患
）診
療

６
チ
ー
ム
医
療
と
集
学
的
治
療

４
質
の
高
い
外
科
治
療

５
最
適
な
薬
物
療
法

（
化
学
療
法
）

　当消化器病センターでは、地域の医療機
関の先生方との密接な連携を何よりも重視し
ております。消化器疾患の患者さまをご紹介
いただく際には、当センターまでご連絡いた
だければ、最善の内科的・外科的治療を選
択し、ご提供いたします。
　当センターの最大の特長は、消化器内科
と消化器外科の垣根を設けない診療体制に
あります。患者さまの状態に応じて、内科・
外科いずれの専門医が担当する場合でも、
迅速に最適な治療方針を決定し、円滑な治
療へと繋げてまいります。
　治療終了後は、速やかに診療情報をご報
告し、その後の経過観察を先生方にお願い
するなど、病診連携を徹底いたします。
　消化器症状の訴え、治療効果が思わしく
ないなど、どのようなご相談でも構いません。
些細なことでもお気軽にご紹介いただけます
よう、心よりお願い申し上げます。

地域の先生方へ

083-224-3860（直通）
地域連携室（患者さま紹介窓口）

センター長
大谷　和広
消化器外科部長・外科部長兼任

おおたに かずひろ

副センター長
森下　寿文
消化器内科医長兼任

もりした としふみ

副センター長
萱島　理
外科医長兼任

かやしま ただし

検査・手術等 例数
上部消化管内視鏡 3,773
　EMR（内視鏡的粘膜切除術）
　ポリペク（内視鏡的ポリープ切除術） 7
　ESD（上部消化管内視鏡的粘膜下層剥離術） 50
下部消化管内視鏡 1,454
　EMR（内視鏡的粘膜切除術）
　ポリペク（内視鏡的ポリープ切除術） 244
　ESD（下部消化管内視鏡的粘膜下層剥離術） 20
内視鏡的逆行性胆管膵管造影 187
胆道インターベンション（PTGBD,PTBD） 46

術式 例数
胃切除術 17
結腸・直腸切除術 81
腸閉塞に対する手術 22
肝切除術 9
胆嚢摘出術 40
膵切除術 11
ヘルニア手術 62
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ひらお じゅんこ

【
連
載 

エ
ッ
セ
イ
】

みや たけ え い じ

＜緩和ケア内科部長＞　宮竹　英志

　がんは、日本人の死因で最も多い
病気で、現在2人に1人が一生のうち
に何らかのがんになるといわれ、3人
に1人ががんで亡くなっています。
　WHOでは、緩和ケアとは「生命
を脅かす病に関連する問題に直面し
ている患者とその家族のＱＯＬ（生
活の質）を、痛みやその他の身体的・
心理社会的・スピリチュアルな問題を
早期に見出し的確に評価を行い対
応することで、苦痛を予防し和らげる
ことを通して向上させるアプローチ」
と定義されており、がんと診断され、
治療の初期段階から開始されるもの
となっています。
　しかし、実際には、「緩和ケア」は
終末期医療というイメージが多く、病

気が進んだ段階で主治医などから
「これからは緩和ケアですね」と説明
されることもあり、緩和ケアに対し「も
う治療ができない人のもの」とマイナ
スのイメージをお持ちの方も少なくな
いと思います。
　「緩和ケア」とは、がんによる心と
身体の苦痛をやわらげ、患者さまと
ご家族にとって、自分らしい生活が送
れるようにするために、がんと診断さ
れたときから、外科手術、化学療法、
放射線療法などと連携しながら並行
して行われるものです。

　「緩和ケア病棟」は手術や抗がん
剤などの抗がん治療は行いませんが、
医師、看護師、薬剤師、栄養士、理学

がん治療と緩和ケア

緩和ケア病棟について

33 緩和ケアと
緩和ケア病棟

外
来
看
護
師
長
を

紹
介
し
ま
す

　
令
和
６
年
よ
り
外
来
看
護
師
長
を
拝

命
い
た
し
ま
し
た
平
尾
と
申
し
ま
す
。

　
当
院
に
は
34
科
の
診
療
科
が
あ
り
、

外
来
受
診
に
は
１
日
平
均
４
５
０
名
程

度
の
患
者
さ
ま
が
来
院
さ
れ
ま
す
。

　
外
来
診
療
を
円
滑
か
つ
安
全
に
行
う

た
め
に
、
医
師
・
看
護
師
・
事
務
職
・

ド
ク
タ
ー
ズ
ク
ラ
ー
ク
な
ど
、
多
職
種

協
働
で
日
々
努
力
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

地
域
の
ク
リ
ニ
ッ
ク
か
ら
の
ご
紹
介
患

者
さ
ま
に
つ
い
て
も
、
ス
ム
ー
ズ
な
受

診
に
繋
が
る
よ
う
地
域
連
携
室
と
協
力

し
調
整
し
て
い
ま
す
。

　
私
た
ち
外
来
看
護
師
は
、
通
院
中
や

退
院
後
の
患
者
さ
ま
が
希
望
さ
れ
る
場

所
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
に
支
援

す
る
重
要
な
役
割
が
あ
り
ま
す
。
診
療

所
、
訪
問
看
護
、
行
政
な
ど
と
連
携
を

図
り
な
が
ら
、
住
み
慣
れ
た
地
域
で
生

活
が
で
き
る
よ
う
に
サ
ポ
ー
ト
い
た
し

ま
す
。

　
当
外
来
で
は
、
令
和
７
年
３
月
か
ら

予
約
患
者
様
自
動
受
付
機
の
更
新
に
合

わ
せ
て
、
外
来
受
診
の
流
れ
を
見
直
し
、

予
約
さ
れ
た
患
者
さ
ま
は
、
受
付
後
、

必
要
な
検
査
に
直
接
行
っ
て
い
た
だ
け

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
少
し
で
も
受
診
時
の
待
ち
時
間
や
、

動
線
の
短
縮
に
つ
な
が
れ
ば
と
思
い
ま

す
。
私
た
ち
ス
タ
ッ
フ
が
ご
案
内
い
た

し
ま
す
の
で
、
ご
遠
慮
な
く
お
声
が
け

く
だ
さ
い
。

　
外
来
は
「
病
院
の
顔
」
だ
と
い
わ
れ

て
お
り
ま
す
。
安
心
し
て
受
診
い
た
だ

け
る
よ
う
に
、
患
者
さ
ま
に
寄
り
添
っ

た
外
来
看
護
が
行
え
る
よ
う
ス
タ
ッ
フ

全
員
で
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
今
後
と
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

市民病院に来て良かったと思っていた
だける外来にしたいです。

外来看護師長　平尾　淳子

療法士、公認心理師、医療ソーシャ
ルワーカー、ボランティアなど多職種
がチームとなって、個々の患者さまと
ご家族にオーダーメイドのケアを提
供しています。
　患者さまとご家族の希望に沿った
過ごし方ができるように支援、ケアを
おこなっておりますので、決して「入っ
たら出られない」場所ではなく、がん
に伴う症状が改善し、体調が維持さ
れて、在宅復帰・在宅療養ができるよ
うになる患者さまもいらっしゃいます。
　当院の緩和ケアと緩和ケア病棟
は、一人一人に寄り添い患者さまと
ご家族が心身ともに穏やかな時間を
すごしていただけるような医療・ケア
の提供に努めてまいります。

地方独立行政法人

SHIMONOSEKI CITY HOSPITAL
下関市立市民病院－4－



令和 7年度下関市立市民病院地域医療連携の会を開催します。
日時：令和 7年 11月12日（水）19時より 　※ご案内は郵送いたします。

　昨年度より一部職種のユニフォームの変更を行いましたのでご紹介いたします。新しいユニフォームは色の変更や機能
性の向上を図っております。今後とも職員一同安心の優しい医療を提供できるよう、努めてまいります。

コメディカルユニフォームご紹介コメディカルユニフォームご紹介コメディカルユニフォームご紹介コメディカルユニフォームご紹介

登録医の先生方へ

理学療法士 作業療法士 言語聴覚士 リハビリテーション部助手

臨床工学技士 歯科衛生士 歯科技工士 ドクターズクラーク

　2025 年 3 月より、予約患者様自動受付機の更新に伴い、外来受
診の方法を変更いたしました。
　ご予約の患者さまは予約患者様自動受付機で受付後、案内票の内
容に従い、直接検査にお越しいただけるようになりました。外来受診の
際の患者さまの待ち時間の短縮、動線の最適化に向けて今後も見直
しを行ってまいります。今後ともどうぞよろしくお願いいたします。

▲自動受付機の場所が正面玄関から入ってすぐ右側に
変わりました。ご不明な点がございましたらお気軽に
お声がけください。

人間ドック・健康診断受診の方は受付せずに２階健診センターへ直接
お越しください。

③新患紹介窓口にお越しください。
●紹介状（※お持ちの方）●マイナ保険証等
予約患者様自動受付機で受付後、案内票の内容に従
い、直接検査、または外来診療科にお越しください。
●診察券　●マイナ保険証等
②再来受付窓口にお越しください。
●診察券　●マイナ保険証等

初診・紹介受診の方

再診受診（予約なし）

再診受診（予約あり）

－5－
地方独立行政法人

SHIMONOSEKI CITY HOSPITAL
下関市立市民病院

市民病院からのお知らせ
hospital news

外来受診の方法が
新しくなりました



当院
で働く

職員を紹介します
。

臨床検査技師

も
っ
と
知
り
た
い。

　
生
体
検
査
部
門
で
は
、
患
者
さ
ま
の
身

体
機
能
の
測
定
・
臓
器
の
構
造
な
ど
を
評

価
す
る
生
理
機
能
検
査
を
行
っ
て
い
ま

す
。
具
体
的
に
は
、
心
機
能
を
評
価
す
る

心
電
図
、
肺
機
能
を
評
価
す
る
呼
吸
機
能

検
査
、
脳
神
経
機
能
を
評
価
す
る
脳
波
検

査
、
心
臓
や
腹
部
臓
器
・
各
種
血
管
な

ど
、
全
身
を
対
象
に
し
た
超
音
波
検
査
も

行
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
要
請
が
あ
る
場
合
は
救
急
セ
ン

タ
ー
・
Ｈ
Ｃ
Ｕ
（
救
命
セ
ン
タ
ー
）
な
ど

へ
出
張
検
査
を
行
う
な
ど
、
臨
機
応
変
な

対
応
が
で
き
る
よ
う
努
め
て
い
ま
す
。

　
近
所
の
診
療
所
に
母
が
事
務
職
と
し
て

勤
め
て
い
た
こ
と
が
、
医
療
職
に
興
味
を

抱
い
た
き
っ
か
け
だ
っ
た
気
が
し
ま
す
。

　

自
分
の
進
路
を
考
え
は
じ
め
た
時
期

に
、
医
療
職
の
一
つ
と
し
て
知
っ
た
の
が

臨
床
検
査
技
師
で
し
た
。
社
会
に
出
る
に

あ
た
り
、
基
盤
と
な
る
よ
う
な
技
術
を
身

に
つ
け
た
い
と
思
い
、
こ
の
道
に
進
も
う

と
決
心
し
ま
し
た
。

　
患
者
さ
ま
と
直
に
接
す
る
の
で
、
経
過

が
長
い
方
と
お
話
を
す
る
機
会
も
あ
り
ま

す
。
病
状
が
軽
快
し
て
い
き
、
退
院
の
目

処
が
立
っ
た
こ
と
を
嬉
し
そ
う
に
話
さ
れ

る
姿
を
見
て
い
る
と
、
自
分
も
嬉
し
い
気

持
ち
に
な
り
ま
す
。

　
配
属
さ
れ
て
３
年
目
に
な
り
ま
す
が
、

温
か
い
指
導
の
も
と
、
の
び
の
び
働
く
こ

と
が
で
き
て
い
ま
す
。

　
問
題
が
発
生
し
た
場
合
で
も
、
ス
ム
ー

ズ
な
情
報
共
有
と
相
談
が
で
き
、
一
人
で

悩
ま
な
く
て
良
い
環
境
が
で
き
て
い
る
と

思
い
ま
す
。
臨
床
へ
質
の
高
い
検
査
結
果

を
報
告
で
き
る
よ
う
に
、
勉
強
会
・
講
習

会
に
積
極
的
に
参
加
し
、
全
員
で
知
識
の

ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
に
努
め
て
い
ま
す
。

　
業
務
に
真
摯
に
向
き
合
う
こ
と
で
す
。

　
一
人
で
や
れ
る
こ
と
に
は
限
界
が
あ
り

ま
す
。
周
囲
と
よ
く
話
し
合
い
、
上
手
に

連
携
・
協
力
を
し
な
が
ら
、
効
率
良
く
業

務
を
こ
な
せ
る
よ
う
心
が
け
て
い
ま
す
。

　
自
分
達
の
仕
事
は
的
確
に
機
能
す
れ
ば

治
療
の
一
助
に
な
る
反
面
、
誤
解
や
混
乱

を
臨
床
に
も
た
ら
す
場
合
も
あ
り
ま
す
。

　
そ
の
こ
と
を
念
頭
に
置
き
な
が
ら
、
最

善
が
尽
く
せ
る
よ
う
心
が
け
て
い
ま
す
。

　
知
人
か
ら
ク
ワ
ガ
タ
と
カ
ブ
ト
ム
シ
の

幼
虫
を
譲
り
受
け
、
５
歳
の
息
子
と
一
緒

に
世
話
を
し
て
い
ま
す
。
６
月
く
ら
い
に

無
事
羽
化
し
、
立
派
な
成
虫
に
な
り
ま
し

た
。
た
だ
、
気
付
い
た
と
き
に
は
羽
化
が

終
わ
っ
て
い
た
の
で
、
現
場
を
目
撃
で
き

ま
せ
ん
で
し
た
。
計
画
を
練
っ
て
来
年
再

挑
戦
し
よ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
昆
虫
の
飼
育
を

通
じ
て
、
い
の
ち

の
尊
さ
・
大
切
さ

を
学
ん
で
ほ
し
い

で
す
。

副看護部長
（看護部教育担当者）

谷畔　由香
ゆ かたにはた

18

検
査
部
「
生
体
検
査
部
門
」
は
ど
ん
な

職
場
で
す
か
？

休
日
の
過
ご
し
方
や
、
最
近
ハ
マ
っ
て

い
る
こ
と
な
ど
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

「
生
体
検
査
部
門
」
で
の
主
な
仕
事
内
容

を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　
今
年
度
よ
り
看

護
部
教
育
担
当
を

務
め
て
い
ま
す
。

　
看
護
部
の
教
育

目
標
を
簡
単
に
ご

紹
介
す
る
と
、
患

者
中
心
の
看
護
の

実
践
、
思
い
や
り

を
兼
ね
備
え
た
人
と
し
て
の
成
長
、
や
り
が

い
を
持
ち
自
己
研
鑽
す
る
こ
と
で
す
。

　
看
護
師
の
仕
事
は
、
喜
び
、
や
り
が
い
な

ど
が
あ
ふ
れ
る
一
方
で
、
戸
惑
い
や
不
安
を

感
じ
る
こ
と
が
多
々
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
、

新
人
看
護
師
が
安
心
し
て
学
び
、
確
実
に
成

長
で
き
る
よ
う
に
、
部
署
全
体
で
育
成
す
る

風
土
作
り
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
ま
た
、
今
年
度
は
質
の
高
い
看
護
の
提
供
、

継
続
教
育
の
一
環
と
し
て
、
専
門
性
の
高
い

知
識
や
技
術
を
有
す
る
看
護
師
を
育
成
す
る

院
内
認
定
制
度
に
も
取
り
組
ん
で
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

　
看
護
部
全
体
で
、
一
つ
一
つ
の
経
験
を
大

き
な
力
に
変
え
る
こ
と
が
で
き
る
思
い
や
り

の
あ
る
看
護
師
を
育
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

石地　祐一

検査部主任
いし じ ゆういち

「
臨
床
検
査
技
師
」
に
な
ろ
う
と
思
っ
た

き
っ
か
け
は
な
ん
で
す
か
？

仕
事
を
し
て
い
く
う
え
で
ど
ん
な
時
に

や
り
が
い
を
感
じ
ま
す
か
？

仕
事
を
し
て
い
く
う
え
で
大
切
に
し
て

い
る
こ
と
は
な
ん
で
す
か
？

地方独立行政法人

SHIMONOSEKI CITY HOSPITAL
下関市立市民病院－6－



　当院と連携している医療機関等を紹介します。
　登録医の先生と当院とは、患者さまの病状に
合わせた治療が行えるよう、密接な関係をつ
くっています。

下関市立市民病院　地域連携室
電話：083-224-3860 FAX：083-224-3861

地域の き
ず
な

　武久病院は、「地域に選ばれる施設を目指し」昭和 30年に現在の場所に結核病
床 30床より開設し、昭和 100 年となる本年で 70周年となります。
　現在の病棟は、脳卒中や大腿骨頚部骨折や脊椎圧迫骨折のリハビリを行う回復
期病棟（1病棟）、パーキンソン病を始めとする難病や重度の意識障害があり動け
ない状態の方などに対応する特殊疾患病棟（5病棟）、病状の悪化により在宅系施
設での対応が困難な患者さんに対応する医療療養病棟（8病棟）、主に軽症から中

等症の肺炎や上肢の骨折などの患者さんの、早期に在宅や在宅系施設復帰を図る地域包括ケア病棟（10病棟）
から成ります。また、施設内に、介護系施設のたけひさ介護医療院、老人保健施設青海荘及び青海荘弐番館、近隣
に、入居される方の活動能力に応じ、軽費老人ホーム福海苑並びにケアハウス武久、次に介護付き有料老人ホー
ムヴィラジオ武久及び夢沓舎、さらに特別養護老人ホームの寿海荘と個室型の望海苑があります。これまで以
上に医療と介護施設の連携を密にし、地域の皆様が、状態に見合った施設を継ぎ目なく利用頂けます様に体制
を整えています。終わりに、近年、市民病院をはじめ地域の救急病院の受け入れ体制を支えるべく、急性期の治
療後の後方病院としての役割の重要性を感じている所です。地域に役立つ施設として日々精進して参ります。
　どうぞよろしくお願い致します。

武久病院 院長　時澤　郁夫 先生
ときさわ いく お

〒751-0833　下関市武久町2丁目53番8号　TEL：083-252-2124　＜内科、循環器内科、泌尿器科、リハビリテーション科、
皮膚科、歯科＞　（平日）月～金：9:00～17:00

　簡単に自己紹介します。私は他の学部を卒業して一旦社会人となりましたが、どうも肌が合わず、
山大医学部在学中の兄弟に“ いっそ就職を兼ねて医学部に鞍替えしたら？”という言葉に唆されて
新宿の紀伊国屋書店に高校の教科書を全科目求めたところから医療人への道が始まりました。予備
校２年の在学を経て、共通テストも何とか切り抜け四国の某国立大学に入学し、卒後山口大学泌尿
器科教室に入局しました。しかし、入局はしたものの遊び惚けて勉強に打ち込めなかったことが祟っ
て知識、思考過程に深みと根拠が欠けておりまして、残念ながら医師としては非常に問題だと自覚
しております。鉄は熱い時に打てと申しますが、若い時分の集中度が肝で、そこを逃せば伸びは期待薄で、来世という
ものがあるなら卒後１５年程は研究に没頭したいなと思っております。それが王道なのかなと思うところです。
　私は今、医療とは別に登山、ランニングにはまっています。深い森林に分け入り、心と体のクリーニングをしてもらっ
ています。酒浸りであった市立病院在籍中とは少し異なる生活です。こんな院長ではありますが諸先生方、患者さん、
ひき続きご指導賜りますようお願い申し上げます。また地域の皆様に対しましては、自分の技量を自覚しつつ、研鑽を
続け、個別の患者さんの治療としての最善手は何かを最優先で考え、必要と判断したら適切な医療機関への紹介は躊躇
しませんのでご安心くださいませ、当たり前の事ですが。

長府泌尿器科クリニック 院長　岡藤　泰樹 先生
おかふじ やす き

〒752-0959　下関市長府金屋町3-1　TEL：083-241-0783　＜泌尿器科＞
月・火・木・金：9:00～12:30、14:00～18:00　土：9:00～12:30（午後休診）
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総 合 診 療 科
内 科・消 化 器 内 科
内 科・呼 吸 器 内 科
内 科・循 環 器 内 科
禁煙外来（午後・予約制）

内 科 ・ 腎 臓 内 科

内 科 ・ 血 液 内 科

内 科
リウマチ膠原病内科

糖尿病内分泌代謝内科

感 染 症 外 来
神経内科（午前中・予約制）
精 神 科
心 臓 血 管 外 科

呼吸器・抗酸菌症外来（呼吸器外科）

呼吸器腫瘍センター（呼吸器外科）

脳 神 経 外 科

　

眼 科

放 射 線 診 断 科

放 射 線 治 療 科

外来診療のご案内 2025年９月１日現在　（※）…非常勤医師

◆糖尿病教室（要予約：内科外来にお問い合わせください。）
◆ペースメーカー外来（内科外来：要予約）　毎月第３月曜日13:00～15:00（第３月曜日が休日の場合は第４月曜日）
◆ロービジョン外来（眼科外来：要予約）視覚に障害があるため生活に何らかの支障を来している方への支援
◆整形外科は再診・新患ともに完全予約制です。急患はご相談ください。

〒750-8520 下関市向洋町一丁目13番1号
TEL：０８３-231-4111（代表）　FAX：０８３-224-3838
ホームページアドレス　https://shimonosekicity-hosp.jp/
地域連携室（紹介予約） 専用TEL：０８３-224-3860 専用FAX：０８３-224-3861

外  　　　　科

午  前

午  後

月 火 水 木 金曜日診療科

泌
尿
器
科

整
形
外
科

午 前 （一 般 外 来）

午 後 （更年期外来）

疼 痛 外 来
ペインクリニック内科 午  後

午  前

小 児 外 科

皮 膚 科

耳 鼻 咽 喉 科

歯 科・歯 科 口 腔 外 科

緩 和 ケ ア 外 来

救 急 科（午 前・午 後）

産
婦
人
科

再  　　　　　　診

新　  　　　　　患

一  　診 （初　　診）
二  　診 （予約のみ）

地方独立行政法人

SHIMONOSEKI CITY HOSPITAL
下関市立市民病院

禁煙外来を行っています。当院は敷地内禁煙です。ご協力お願いします。

保利 喜史（※） 森下 寿文（午前） 森下 寿文（午前）
中塚 昭男 中塚 昭男 中塚 昭男 中塚 昭男 中塚 昭男

鳥井 亮（※）（午前）真鍋 大樹（※）（午前）
金子 武生／野田 裕剛（※） 金子 武生 安田 潮人／岸川 馨一郎 辛島 詠士

有馬 岳史
辛島 詠士／有馬 岳史（午前）

坂井 尚二／髙津 利幸 岩村 香菜子（※）（第1・第3・第5）
岩村 成蕗（※）（第2・第4） 中村 芙美

久保 安孝
大田 俊一郎
久志本 和郎

（地域連携室 紹介のみ）

山田 健太郎

大田 俊一郎
久志本 和郎

小丸 倫子

久保 安孝

大田 俊一郎
久志本 和郎

大田 俊一郎
（地域連携室 紹介のみ） 木村 光一（※）（午前）

小丸 倫子

本田 真也（※）
朴 成祐（※）午前

山田 健太郎𠮷森 章人

上野 安孝／木村 聡 上野 安孝／栗栖 和宏
萱島  理／宮竹 英志

中原 千尋
松下 章次郎
中原 千尋

大谷 和広
宮竹 英志

萱島  理
木幡  亮

萱島  理
木幡  亮

松下 章次郎
大谷 和広

乳腺外来 松下 章次郎

大谷 和広

乳腺外来 松下 章次郎

中原 千尋

ストーマ外来（第2・第4）
大谷 和広

吉田 順一（要相談）

白石 研一郎（午前）

吉田 順一（要相談） 吉田 順一（要相談）

院長外来（院外紹介）
萱島  理／宮竹 英志
乳腺外来（第3）
自見 政一郎（※）

吉田 順一 吉田 順一（要相談）
井上 政昭
水内  寛

中村 晶俊（※）（第2・第4午後）

名部 裕介井上 政昭

九大派遣医師（※）（午前）

尾中 貞夫（午前） 香野 草太（午前） 尾中 貞夫（午前）
香野 草太（第3午前）

尾中 貞夫（午前）
香野 草太（午前）

白﨑 圭伍
濵  大輝

石津 研弥
鈴木 湧貴

飯田 圭一郎
石津 研弥／甲斐 久禎

飯田 圭一郎
太田 浩二（午前）／原田 岳（※）

渡邊 哲也（午後）／髙見 章久
白澤 建藏（※）

太田 浩二
白﨑 圭伍／甲斐 久禎

渡邊 哲也
石津 研弥／濵  大輝

飯田 圭一郎
石津 研弥／髙見 章久

飯田 圭一郎
白﨑 圭伍 鈴木 湧貴

志茂 麗子 平儀野 剛 吉弘  悟 平儀野 剛
平儀野 剛 吉弘  悟 志茂 麗子 吉弘  悟

村田 晃彦 村田 晃彦 村田 晃彦 村田 晃彦
ロービジョン外来（第4午後）

山砥 茂也

有賀 美佐子 有賀 美佐子 有賀 美佐子 有賀 美佐子（午前）
上田 和志（※）（午後） 有賀 美佐子

前田 博敬 前田 博敬 前田 博敬 前田 博敬

門脇 史宜（※）

藤原 義樹（※）
藤原 義樹（※）

午後の外来は13～14時受付

藤原 義樹（※）
前田 博敬（予約のみ）

専徳 健太（※）（午前）久本 岳史（※）（午前）

平  俊明
九大派遣医師（※）

平  俊明
宮﨑  孝

平  俊明
宮﨑  孝

平  俊明
宮﨑  孝

上原 雅隆
西川  健

上原 雅隆／西川  健
長畑 佐和子

上原 雅隆
西川  健

上原 雅隆／西川  健
長畑 佐和子

上原 雅隆
西川  健

中原 千尋／尾中 貞夫
中塚 昭男 尾中 貞夫 中原 千尋 中原 千尋／尾中 貞夫

中塚 昭男

宮竹 英志（午前）（予約制）
中原 千尋／中塚 昭男

木幡 亮

平  俊明
宮﨑  孝

志茂 麗子
吉弘  悟

村田 晃彦

病院ホームページは
こちらから

消化器病センターでは消化器内科と消化器外科の専門医が診断から治療まで一体的に行う「シームレスな医療」を提供いたします。
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